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自
然
の
地
形
を
そ
の
ま
ま
活

か
し
た
ゲ
レ
ン
デ
、
六
ｍ
を
超

え
る
積
雪
に
パ
ウ
ダ
ー
ス

ノ
ー
、
五
月
Ｇ
Ｗ
ま
で
の
春
ス

キ
ー
と
パ
ー
ク
、
魅
力
た
っ
ぷ

り
の
シ
ャ
ル
マ
ン
火
打
ス
キ
ー

場
。標

高
差
五
〇
〇
ｍ
、
最
大
斜

度
三
十
七
度
、
最
長
距
離
二
七

〇
〇
ｍ
、
国
際
大
会
も
開
催
可

能
な
能
生
の
海
岸
線
か
ら
わ
ず

か
十
七
㎞
に
位
置
す
る
ス
キ
ー

場
で
す
。
休
日
に
は
パ
ウ
ダ
ー

ス
ノ
ー
を
求
め
て
全
国
か
ら
駆

け
つ
け
て
い
る
事
を
車
の
ナ
ン

バ
ー
が
証
明
し
て
い
ま
す
。

希
少
な「
非
圧
雪
主
義
」を
掲

げ
、
全
体
の
三
割
程
度
し
か
圧

雪
せ
ず
、
あ
と
は
非
圧
雪
の
エ

リ
ア
を
提
供
し
て
評
判
に
な
っ

て
い
ま
す
。
近
年
、
海
外
の
雑

誌
で
も
話
題
に
な
り
、
外
国
人

の
来
場
者
も
増
え
、
噂
に
よ
る

と「
シ
ャ
モ
ニ
ー
」の
愛
称
で
呼

ば
れ
て
い
る
と
か
。

眼
前
の
火
打
山
、
焼
山
、
日

本
海
越
し
の
能
登
と
佐
渡
ヶ

島
。是

非
、
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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新
年
会
長
挨
拶

鈴
木
秀
城

会
長

皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
変
暖
か
で
穏
や

か
な
お
正
月
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
を
占
う
幸
先
の
天
気
と
な
って
く

れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

夢
が
あ
れ
ば
元
気
が
で
る

昨
年
は
、
当
地
に
待
望
の
新
幹

線
が
開
通
し
、
地
元
で
も
経
済
効

果
が
出
て
、
明
る
い
話
題
と
な
り
ま

し
た
。
後
半
も
、
日
本
人
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
の
日
本
チ
ー
ム
の
活
躍
、
そ
し

て
年
末
に
は
、
元
素
の
発
見
者
と

し
て
初
め
て
日
本
が
認
め
ら
れ
、
元

素
記
号
1
1
3
番
は
日
本
に
命
名

権
が
あ
た
え
ら
れ
る
な
ど
、
元
気

と
夢
を
も
ら
い
年
を
越
せ
ま
し
た
。

今
は
あ
ま
り
良
く
な
く
て
も
、
将

来
に
明
る
い
計
画
や
具
体
的
な
夢
が

あ
る
と
前
向
き
に
な
り
ま
す
。

憎
悪
は
憎
悪
に
よ
っ
て
止
む
こ
と

は
な
く
、
慈
悲
に
よ
っ
て
止
む

年
末
年
始
に
か
け
て
、
近
隣
の

国
々
と
の
関
係
が
動
き
ま
し
た
。

慰
安
婦
問
題
に
終
止
符
が
打
た
れ

そ
う
だ
。
と
思
っ
た
と
た
ん
、
水
爆

実
験
の
話
が
出
て
き
ま
し
た
。
イ
ス

ラ
ム
圏
で
は
、
報
復
の
戦
争
が
続
い

て
い
ま
す
。Ｉ
Ｓ
に
よ
る
テ
ロ
も
続
い

て
い
ま
す
。

昨
年
、
ス
リ
ラ
ン
カ
を
訪
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
現
地
の
ガ
イ
ド
さ
ん
が
、

「
ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
太
平
洋
戦
争
後

の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
時

に
、日
本
を
擁
護
し
た
国
で
す
。ジ
ャ

ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
蔵
相（
後
に
大
統
領
）

は
、『
日
本
の
掲
げ
た
理
想
に
独
立

を
望
む
ア
ジ
ア
の
人
々
が
、
共
感
を

覚
え
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
欲
し

い
』『
憎
悪
は
憎
悪
に
よ
っ
て
止
む
こ

と
は
な
く
、
慈
悲
に
よ
っ
て
止
む
』

と
演
説
し 

、
日
本
を
擁
護
し
ま
し

た
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

日
本
の
戦
後
の
復
興
と
発
展
は
、

国
際
法
違
反
の
原
爆
・
無
差
別
空

襲
の
ア
メ
リ
カ
や
、
違
法
で
非
情
な

ソ
連
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
、
憎
悪
で

は
な
く
、
無
常
と
慈
悲
の
心
で
対

峙
し
た
日
本
人
の
心
根
の
結
果
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
平
和

な
将
来
を
子
供
た
ち
の
た
め
に
築
い

て
い
き
た
い
。
し
か
し
、「
恨
」の
文

化
の
国
、「
中
華
・
華
夷
」思
想
の
国
、

い
ろ
い
ろ
な
国
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
の
国
々
と「
和
」を
大
切
に
す
る

民
族
が
、
和
を
作
ろ
う
と
す
る
の

は
果
た
せ
ぬ
夢
で
し
ょ
う
か
。

have a good dream

　

シ
ャ
ル
マ
ン
火
打
ス
キ
ー
場
に
は
、

今
年
か
ら
、
ル
ー
マ
ニ
ア
か
ら
来
た

女
性
が
い
ま
す
。
ル
ー
マ
ニ
ア
語
は

も
ち
ろ
ん
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

日
本
語
も
話
せ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
時
代
、強
力
な
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
で
す
。

業
務
安
全
講
習
の
後
、
全
従
業

員
で
懇
談
会（
宴
会
）を
行
い
ま
し

た
。
リ
フ
ト
や
圧
雪
担
当
の
お
じ
さ

ん（
私
も
含
め
）達
が
、「
英
語
を

教
え
て
ほ
し
い
。
何
か
一
つ
覚
え
て

帰
ろ
う
」と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
彼
女
が
教
え
て
く
れ
た
の
が
、

お
別
れ
の
挨
拶
。〝have a good  

dream

〞「
ハ
ブ
ア 
グ
ッ
ド 

ド
リ
ー

ム
」（
良
い
夢
を
）で
す
。

今
年
は
良
く
な
る
、
景
気
も
良

く
な
る
。
と
い
う
夢
を
持
ち
、
夢

は
叶
う
。
と
信
じ
て
、
前
に
進
み

ま
し
ょ
う
。

渡辺広治
振興局長

織田義夫
副市長

三上秀則
税務署長
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申
歳新年新年

中村康司
新潟県議会議員

鈴木秀城会長



71 いとにし③法人ニュース 第　　　　号

審査員特別賞
「雫」

グランプリ
「星芒」

法人会会長特別賞
「クラゲ」

法人会会長特別賞
「泡をふく魚」

準グランプリ
「生命」

糸魚川ヒスイ商組合賞
「導き」

糸魚川ヒスイ商組合賞
「プラネット」

製品化デザイン賞
「自由へ」

一
月
二
十
一
日
、
ヒ
ス

イ
王
国
館
に
お
い
て
、
第

九
回
糸
魚
川
翡
翠
ジ
ュエ

リ
ー・ア
ク
セ
サ
リ
ー
デ
ザ

イ
ン
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査

発
表
と
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に

は
、
全
国
の
二
六
〇
名
か
ら
三
三
三
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

グ
ラ
ン
プ
リ
に
大
阪
府
在
住
、佐
々
木
知
音
さ
ん
の「
星
芒（
イ

ヤ
ー
フ
ッ
ク
）」、
製
品
化
デ
ザ
イ
ン
賞
に
東
京
都
在
住
、
馬

場
栄
里
さ
ん
の「
自
由
へ（
ピ
ン
ズ
）」、
さ
ら
に
法
人
会
会
長

特
別
賞
と
し
て
中
村
彩
香
さ
ん（
上
越
市
）と
保
刈
隆
貴
さ

ん（
糸
魚
川
東
中
学
校
生
徒
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

審
査
員
長
の
小
宮
宇
子
会
長
は「
全
体
と
し
て
こ
れ
ま
で

八
回
実
施
し
て
き
た
こ
と
が
、
地
域
や
全
国
の
学
校
に
徐
々

に
根
付
い
て
き
て
い
る
。
皆
様
の
努
力
や
積
み
重
ね
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
中
高
生
等
、
地
元
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
努

力
の
賜
物
で
も
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
は
絵
に
描
く
も
の
で
あ
る

が
、
実
際
に
出
来
上
がっ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
も

考
慮
し
な
が
ら
審
査
し
た
。」と
の
全
体
講
評
の
後
、
各
受

賞
作
品
に
つい
て
の
講
評
が
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
の
後
、
新
年
賀
詞
交
換
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

新
春
を
寿
ぎ
ま
し
た
。

第
九
回 

糸
魚
川
翡
翠
デ
ザ
イ
ン
画
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

第
九
回 

糸
魚
川
翡
翠
デ
ザ
イ
ン
画
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

佐々木知音
入澤みゆき
齋藤　雄也
川島　朋子
吉田　彩美
馬場　栄里
中村　彩香
保刈　隆貴

星芒
生命
導き

プラネット
雫
自由へ
クラゲ
泡をふく魚

大 阪 府
柏 崎 市
長 岡 市
千 葉 県
埼 玉 県
東 京 都
上 越 市
糸魚川市

賞 氏　名 タイトル 住　所
グ ラ ン プ リ
準 グ ラ ン プ リ
糸魚川ヒスイ商組合賞
糸魚川ヒスイ商組合賞
審 査 員 特 別 賞
製品化デザイン賞
法人会会長特別賞
法人会会長特別賞

デザイン画コンテスト入賞者 （敬称略）

製品化デザイン賞 馬場 栄里さん（公社）日本ジュエリーデザイナー協会会長
小宮宇子氏
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
糸
魚
川
法
人
会

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

鈴
木
会
長
を
は
じ
め
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
法
人
会

活
動
を
通
じ
ま
し
て
、
税
務
行
政

全
般
に
わ
た
り
、
格
別
な
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は「
よ

き
経
営
者
を
め
ざ
す
も
の
の
団

体
」と
し
て
正
し
い
税
知
識
の
普

及
や
納
税
道
義
の
高
揚
を
図
る
た

め
、
各
種
研
修
会
や
講
演
会
の
開

催
、
租
税
教
室
へ
の
講
師
派
遣
や

街
頭
広
報
な
ど
幅
広
い
事
業
活
動

を
活
発
に
展
開
さ
れ
、
会
員
企
業

や
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
税

務
行
政
の
運
営
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。
貴
会
の
活
動
に
対

し
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
も
皆
様
と
の
連
携
・

協
調
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
北
陸

新
幹
線
の
開
業
や
国
産
初
の

ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
Ｍ
Ｒ
Ｊ
が
初
飛

行
し
た
ほ
か
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
に
お
い
て
の
快
挙
や

ノ
ー
ベ
ル
生
理
・
医
学
賞
、
物
理

学
賞
の
受
賞
な
ど
、
国
民
に
夢
と

希
望
を
与
え
て
く
れ
る
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
税
務
行
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
社
会
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
に
伴
い
大

き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
と
り

わ
け
本
年
か
ら
利
用
が
開
始
さ
れ

ま
す「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
」

の
運
用
、
相
続
税
の
課
税
ベ
ー
ス

拡
大
な
ど
の
制
度
改
正
へ
の
対
応

な
ど
様
々
な
課
題
が
生
じ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
の
中

で
、
私
ど
も
は「
適
正
・
公
平
な

課
税
と
徴
収
の
実
現
」に
向
け
て

機
敏
に
対
応
し
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
、
国
民
の
皆
様
か
ら
ご

理
解
と
ご
信
頼
を
い
た
だ
く
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
窓
口
事
務
の
一
元

化
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
申
告
の

一
層
の
促
進
、
親
切
・
丁
寧
な
納

税
者
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
、
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
大

口
・
悪
質
な
納
税
者
に
対
し
て
は
、

厳
正
な
姿
勢
で
臨
み
徹
底
し
た
調

査
・
徴
収
を
実
施
す
る
な
ど
、
公

平
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
一
方
で

は
調
査
等
に
よ
ら
な
い
多
様
な
手

法
で
効
果
的
に
納
税
者
の
税
務
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
向
上
を
図
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

糸
魚
川
法
人
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
今
後
と
も
税
務
行

政
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
も
改
ま
り
、
間
も
な
く
平
成

二
七
年
分
の
所
得
税
・
個
人
事
業

者
の
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定
申

告
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
は
、
確
定
申
告
書

の
提
出
だ
け
で
な
く
、
源
泉
所
得

税
の
徴
収
高
計
算
書
や
法
定
調
書

合
計
表
の
提
出
に
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
に

よ
る
国
税
の
納
付
及
び
納
税
証
明

等
の
申
請
を
含
め
、
会
員
企
業
の

役
員
及
び
従
業
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
よ
り
一
層
の
ご
利

用
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法

人
糸
魚
川
法
人
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご

繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

新
年
の
ご
挨
拶

三
上
秀
則

糸
魚
川
税
務
署
長



昭
和
二
年
に
旧
能
生
町
で
初

代
忠
治
が
創
業
し
ま
し
た
。
私

で
三
代
目
で
す
が
、
現
在
長
男
、

次
男
が
私
の
後
継
と
し
て
現
在
の

会
社
を
引
っ
張
って
い
ま
す
。

店
舗
は
能
生
、
糸
魚
川（
工
房

付
）、
砺
波
三
越
伊
勢
丹
内
の
三

店
舗
、
他
に
能
生
に
工
場
が
あ

り
ま
す
。

二
〇
一
一
年
頃
か
ら
新
潟
、

東
京
、
大
阪
等
で
商
談
会
に
参

加
し
始
め
ま
し
た
。
地
域
も
新

潟
県
の
南
の
端
、
自
社
の
ネ
ー
ム

バ
リ
ュ
ー
も
何
も
持
た
な
い
私
共

が
全
国
に
向
け
て
最
初
に
取
り
組

ん
だ
の
が
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

で
し
た
。
ま
ず
、
二
つ
の
骨
子
を

目
標
に
し
ま
し
た
。
一
つ
は
パ
テ

シ
エ
と
し
て
修
業
を
積
ん
で
き
た

長
男
が
様
々
な
コ
ン
テ
ス
ト
に
応

募
し
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
取
る
こ
と

で
し
た
。

こ
れ
に
は
技
術
、
知
識
、
発

想
が
必
要
で
し
た
。
息
子
た
ち
に

対
し
、
私
は
、
余
り
口
は
出
さ

ず
自
由
な
発
想
、
時
間
、
空
間

を
用
意
し
任
せ
ま
し
た
。
そ
の
か

い
も
あ
り
、フ
ラ
ン
ス
、キ
リ
ク
リ
ー

ム
チ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト（
二
年
に
一

回
）で
連
続
二
回
の
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
旗
印
に

大
手
コ
ン
ビ
ニ
や
デ
パ
ー
ト
、
流
通

会
社
で
取
り
上
げ
ら
れ
累
計
七

十
万
個
の
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
り
、

新
し
い
世
界
が
開
け
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
二
つ
目
の
骨
子
の
次
男
の

営
業
で
の
開
拓
が
あ
り
ま
し
た
。

地
道
な
毎
日
の
活
動
の
中
で
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
作
成
技
術
や
関
連
の
画

像
処
理
技
術
を
独
学
で
切
り
開
い

た
こ
と
が
大
き
な
要
因
か
と
思
い

ま
す
。
こ
の
二
つ
の
骨
子
が
今
は

順
調
に
推
移
し
、
多
く
の
取
引

先
と
お
取
引
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
い
ま
ま
で
の
設
備
が
そ
の

ま
ま
使
用
出
来
た
の
で
初
期
投

資
が
ほ
と
ん
ど
い
ら
な
かっ
た
事
も

幸
い
し
ま
し
た
。
糸
魚
川
、
新
潟

か
ら
発
す
る
世
界
基
準
を
合
言

葉
に
こ
れ
か
ら
も
日
々
邁
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
何
と
いって
も
地

元
の
皆
さ
ま
か
ら
喜
ん
で
頂
け
る

こ
と
が
一
番
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

中
嶋

　茂

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ナ
カ
シ
マ

十
月
二
十
九
日
、十
一
月
十
八
日
、

十
二
月
十
日
い
ず
れ
も
ヒ
ス
イ
王
国

館
に
お
い
て
、
税
務
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
概
要
に
つ
い
て
」、「
ｅ‐

ｔ
ａ

ｘ
操
作
・
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
に
つ
い

て
」、「
相
続
の
税
金
と
対
策
」、「
税

の
役
割
と
国
税
庁
の
取
り
組
み
」等
、

今
ど
き
関
心
の
高
い
も
の
や
実
務
の

軽
減
に
つ
な
が
る
テ
ー
マ
が
設
定
さ

れ
ま
し
た
。

税務研修会税務研修会

十
一
月
十
一
日
、
ヒ
ス
イ
王
国
館
に
て

糸
魚
川
地
区
税
務
関
係
団
体
協
議
会（
税

団
協
）主
催
の
合
同
納
税
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
、
当
法
人
会
か
ら
左
記
の
方
々
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

合
同
納
税
表
彰
式

合
同
納
税
表
彰
式

おめでとうございます

㈱
三
元
化
工
機
工
業
所

佐
藤

　元
春

【
糸
魚
川
税
務
署
長
表
彰
】

糸
魚
川
法
人
会
青
年
部
会

【
糸
魚
川
税
務
署
長
感
謝
状
】

（
敬
称
略
）
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各支部活動報告各支部活動報告
十
二
月
十
七
日
、
ヒ
ス
イ
王
国
館
に
お

い
て
、
㈱
三
菱
総
合
研
究
所
プ
ラ
チ
ナ
社

会
研
究
セ
ン
タ
ー
主
席
研
究
員
松
田
智
生

氏
を
講
師
に
迎
え
、
地
方
創
生
の
議
論
が

盛
ん
に
な
る
中
で
超
高
齢
社
会
を
ピ
ン
チ

で
な
く
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
視
点
か
ら
、

一
般
公
開
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
四
十
名

が
聴
講
し
ま
し
た
。

元
気
な
高
齢
者
が
地
域
の
担
い
手
と
な

る「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
」を
核
と
し
た
多

世
代
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
事

業
展
開
や
地
域
の
取
り
組
み
の
面
か
ら
助

言
が
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
が
地
方
創
生
の
主
要
施
策
と
位
置

づ
け
る
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ（
生
涯
活
躍
の

ま
ち
）構
想
に
つ
い
て
、
国
内
外
の
事
例

を
参
考
に
、
地
方
都
市
に
お
け
る
中
小
企

業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
視
点
か

ら
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

糸
魚
川
支
部

十
一
月
二
十
日
、
能
生
商
工
会
館
に

お
い
て
、
新
潟
県
議
会
議
員
の
中
村
康
司

氏
を
講
師
に
、「
人
口
減
少
問
題
と
日
本

版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、

能
生
商
工
会
工
業
部
会
と
合
同
の
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

深
刻
な
人
口
減
少
の
現
状
分
析
・
将
来

介
護
の
問
題
、
県
政
の
政
策
・
取
組
等
の

講
演
が
あ
り
、
厳
し
い
現
実
の
中
で
、
住

ん
で
良
し
、
訪
れ
て
良
し
の
地
域
づ
く
り

を
、
そ
し
て
、
地
域
の
総
合
力
が
大
切
だ

と
云
う
事
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

■ 

能
生
支
部

九
月
二
十
五
日
、
社
会
貢
献
活
動
と
し

て
親
不
知
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
草
刈
作

業
を
行
な
い
ま
し
た
。

国
鉄
時
代
の
旧
親
不
知
ト
ン
ネ
ル
が
土

木
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
来
訪
者
が
増
加
し

ま
し
た
が
、
道
路
の
草
刈
等
整
備
が
追
い

つ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
当

支
部
と
し
て
は
初
の
試
み
と
し
て
、
草
刈

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
参
加
者
二
十
二
名
で
刈
払
機
・
鎌
等

で
作
業
を
し
た
結
果
、道
路
幅
も
広
が
り
、

綺
麗
な
道
路
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
十
一
月
二
十
七
日
に
は
、
糸
魚

川
地
域
振
興
局
長
の
渡
辺
広
治
氏
を
講
師

に「
交
流
人
口
の
拡
大
と
地
域
の
活
性
化
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
一
般
公
開
講
演
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

■ 

青
海
支
部

親
不
知
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
で

　
　
　
　
　

 

　

   

社
会
貢
献
活
動

㈱ナカシマ
代表者　中嶋　　茂
住　所　糸魚川市能生7033
T E L　 025-566-3600

《正会員》
㈲糸魚川横尾電気
代表者　富田　一弥
住　所　糸魚川市田屋798-4
T E L　 025-555-2015

《系列会社》
㈲のぞみ薬局
代表者　長谷川義郎
住　所　糸魚川市能生7172-3
T E L　 025-566-5395

《正会員》
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東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
見
学
ほ
か

　
九
月
十
二
日
、
糸
魚
川
Ｃ
Ｃ
に
お
い
て
、

奴
奈
川
経
済
懇
話
会
と
共
催
に
よ
る
健
康
増

進
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
恵
ま
れ
た
好

天
の
下
、
四
十
九
名
が
プ
レ
ー
に
興
じ
ま
し

た
。 健

康
増
進
ゴ
ル
フ
大
会

十
一
月
六
、
七
日
の
両
日
、
研
修
旅
行
に
八
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

一
日
目
は
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
「
東
京
モ
ー
タ
ー
シ

ョ
ー
2
0
1
5
」
を
見
学
し
、
最
新
の
自
動
車
関
連
の
技

術
等
に
触
れ
、
二
日
目
に
は
つ
く
ば
学
園
都
市
を
訪
れ
、

「
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
」
と
産
業
技
術
総
合
研
究
所
を
視

察
し
ま
し
た
。

Ｈ
Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
の
実
機
や
人
工
衛
星
、
ま
た
、
少
し
先

の
未
来
の
暮
ら
し
や
映
像
に
よ
り
生
き
て
い
る
地
球
の
姿

を
見
た
り
、
新
し
い
技
術
に
触
れ
た
り
等
、
有
意
義
な
研

修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
二
日
、
ヒ
ス
イ
王
国
館
に

お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概
要

と
経
営
対
応
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
の
山
岡
正
義
氏
か
ら
、
目
前
に

迫
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
企
業
と

し
て
の
対
応
方
法
等
に
つ
い
て
、
最
新

の
情
報
を
含
め
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
最
も
関
心
を
集
め
て
い
る
内
容

の
一
つ
と
い
う
こ
と
で
、
四
十
名
を
超

え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

対
策
セ
ミ
ナ
ー

研
修
旅
行

松
澤
　
永
元

永
江
　
善
昭

片
山
　
佐
一

髙
瀬
　
吉
洋

渡
辺
　
広
治

㈲
松
澤

㈱
大
和
屋

㈱
三
愛
旅
行
社

㈱
髙
瀬
商
会

糸
魚
川
地
域
振
興
局

優

　勝

準
優
勝

第
三
位

第
四
位

第
五
位

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

糸魚川法人会

ホームページアドレス
変更のお知らせ

http://userweb.www.fsinet.or.jp/itoigawa
新アドレス
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青
年
部
会

租
税
教
室
講
師

養
成
セ
ミ
ナ
ー

小
学
生
へ
の
租
税
教
室
を
担

う
講
師
を
要
請
す
る
た
め
の
研

修
会
が
十
二
月
十
日
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

基
本
的
な
授
業
の
進
め
方

や
、
講
師
の
経
験
者
に
も
役
立

つ
留
意
点
・
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

研
修
し
ま
し
た
。

県
法
連
合
同
セ
ミ
ナ
ー

「
三
条
」

九
月
十
八
日
、
三
条
市
に
お

い
て
県
法
連
合
同
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
内
藤
正
利
部
長
、
藤

巻
道
隆
副
部
長
、
小
川
節
雄
副

部
長
の
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

企
業
見
学

十
月
二
十
二
日
、
地
元
の
ト
ー

ヨ
ー
リ
ト
レッ
ド
㈱
の
糸
魚
川
工
場

を
訪
問
し
、
主
に
大
型
車
の
タ
イ

ヤ
の
再
生
過
程
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

再
生
の
土
台
と
な
る
タ
イ
ヤ
の

メ
ー
カ
ー
を
問
わ
ず
再
生
可
能
で

新
品
と
比
較
し
て
割
安
で
販
売
さ

れ
る
こ
と
か
ら
企
業
の
運
送
費
の

経
費
削
減
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

こ
の
工
場
で
は
、
国
内
で
も
他

に
ほ
と
ん
ど
例
を
見
な
い
航
空
機

用
タ
イ
ヤ
の
再
生
も
手
掛
け
て
い

ま
す
。

今
後
も
地
球
に
や
さ
し
い
技
術

で
あ
る
リ
ト
レッ
ド
タ
イ
ヤ
の
さ
ら

な
る
利
用
拡
大
に
向
け
た
意
気

込
み
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

全
国
青
年
の
集
い

「
茨
城
大
会
」

　
十
一
月
十
九
日
〜
二
十
日
の

両
日
、
第
二
十
九
回
全
国
青
年

の
集
い「
茨
城
大
会
」に
参
加

し
ま
し
た
。

　
初
日
開
催
さ
れ
た
部
会
長

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
多
く

の
部
長
と
懇
親
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
翌
日
の
午
前

中
に
は
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
が
開

催
さ
れ
、
前
日
同
じ
テ
ー
ブ
ル

で
一
緒
に
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
で

部
員
増
強
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

大
い
に
今
後
の
参
考
と
な
り
ま

し
た
。
午
後
に
は
藤
巻
、
小
川

両
副
部
長
が
合
流
し
、
全
国
か

ら
選
り
す
ぐ
り
の
租
税
教
育
活

動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
傍

聴
し
、
創
意
工
夫
さ
れ
た
発
表

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
来
年

は
北
海
道
旭
川
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
税
の
大
切
さ
を

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
し
っ

か
り
と
伝
え
て
い
き
ま
す
。

内
藤

　正
利

部
長

租税教室（糸小）

研
修
会

　
八
月
二
十
五
日
、
月
徳
飯
店

に
お
い
て
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
部
員
で
も
あ
る
青
年
会
議

所
グ
ロ
ー
バ
ル
観
光
委
員
長
の

片
山
良
博
氏
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
取
組
に
つ
い
て
話
を
伺
い

ま
し
た
。

講師養成セミナー



県
法
連
合
同
セ
ミ
ナ
ー
ｉｎ
糸
魚
川

今
年
度
、
最
大
の
行
事
で
も

あ
る
県
法
連
女
性
部
会
合
同
セ

ミ
ナ
ー
が
糸
魚
川
担
当
で
、
十

月
八
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
回
目
の
開
催
地
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
全
部
員
一

致
団
結
し
、
開
催
に
向
け
て
会

議
、
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
当
日

を
迎
え
ま
し
た
。
第
一
部
は「
大

地
と
共
に
生
き
て
い
る
」を

テ
ー
マ
に
宮
島
宏
先
生
に
ご
講

話
を
頂
き
、
第
二
部
で
は
踊
り

に
和
太
鼓
、
糸
魚
川
を
こ
れ
以

上
無
い
と
い
う
位
ア
ピ
ー
ル
、

部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
を
し
っ

か
り
こ
な
し
関
係
者
の
方
々
か

ら
暖
か
い
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
盛
会
裏
に
終
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
事
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。終

了
後
各
単
位
会
の
法
人
会
様

か
ら
糸
魚
川
が
今
ま
で
で
一
番
よ

か
っ
た
。
糸
魚
川
の
特
色
が
出
て

い
て
良
か
っ
た
。
料
理
も
美
味
し

か
っ
た
。
又
糸
魚
川
を
訪
れ
た
い

と
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
き
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。

同
時
に
、
今
後
共
に
歩
ん
で
成

長
出
来
る
仲
間
だ
と
確
信
し
た
セ

ミ
ナ
ー
で
も
あ
り
ま
し
た
。

小
嶋
ま
す
子

部
長
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女
性
部
会

十
一
月
十
一
日
〜
十
七
日
、
税
を
考

え
る
週
間
に
合
わ
せ
、
糸
魚
川
信
用
組

合
の
本
店
、
支
店
の
五
か
所
に
お
い
て
、

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
を
展
示
し
、
来

訪
者
へ
の
納
税
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま

し
た
。

税
に
関
す
る

絵
は
が
き
展
示

　
十
一
月
十
一
日
、

ハ
ピ
ー
奴
奈
川
店
前

に
お
い
て
、
税
に
関

す
る
チ
ラ
シ
配
布
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
税
務
署
・
市
役
所
・

地
域
振
興
局
の
職
員

の
ほ
か
、
市
の
広
報
キ
ャ
ラ
も
駆

け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
を
ヒ
ス
イ
王
国

館
に
移
し
、
三
上
秀
則
税
務
署
長

か
ら
講
話
を
受
け
た
後
、
部
員
と

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

税
に
関
す
る

チ
ラ
シ
配
布

参加者全員で合唱オープニング和太鼓アトラクション民舞
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２  「作成開始」を選択します

○国税局・税務署からのお知らせ

確定申告書は自宅で作成できます！
確定申告期間中（2/16 ～ 3/16）は、確定申告会場は大変混雑し、長時間お待ちいた

だくこととなります。
国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を利用すれば、ご自宅で確定申
告書等が作成できます。詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください。

www.nta.go.jp 国税庁 検 索検 索

１  国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を選択します

４  書面で出力し、管轄の税務署へ郵送等でご提出ください。

「様式・手引き・入力例」には、給
与所得の入力編や、医療費控除の入
力編など、様々な入力例があります
のでご覧ください。

e-Taxで送信する場合は左の「e-Tax」をクリック
してください。
e-Tax の利用に際しては、電子証明書の取得(手
数料が必要です。)、ICカードリーダライタの購入な
どの事前準備が必要です。

※プリンタがない場合でも、ＰＤＦファイルで保存すればコンビニ等で出力可能です（プリント代がかかります。）。

申告書等の提出方法を選択してください。

印刷して書面で提出する場合は、右の
「書面提出」をクリックしてください。

ポイント！

ｅ-Ｔａｘや確定申告書等作成コーナー等のパソコン操作に関するお問合せは、
ｅ-Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデスク（☎0570-01-5901）へお問い合わせください。
【受付時間】平成28年1月12日（火）～3月15日（火）は → ９時～２０時、左記以外の期間は → ９時～１７時
（土、日、祝日等及び12月29日～１月３日はご利用になれません。※受付時間は変更になる場合があります。）

※

３  提出方法を選択します
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